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和
泉
式
部
の
墳
墓
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孝 

和

　

和
泉
式
部
の
歌

　

國
學
院
大
學
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
日
本

民
俗
研
究
大
系
」
全
十
巻
が
編
ま
れ
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
か

ら
平
成
三
年
六
月
に
か
け
て
國
學
院
大
學
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
年
代
は
、
民
俗
学
関
係
の
講
座
や
大
系
の
出
版
が
全

盛
の
こ
ろ
で
、「
日
本
民
俗
学
の
視
点
」
髙
﨑
正
秀
、
池
田
弥

三
郎
、
牧
田
茂
編
、
全
三
巻
（
日
本
書
籍
、
昭
和
五
十
一
年
）、

「
講
座
日
本
の
民
俗
」
井
口
章
次
、本
多
安
次
、三
谷
栄
一
他
編
、

全
九
巻
別
巻
一
巻
（
有
精
堂
、
昭
和
五
十
三
〜
七
年
）、「
日
本

民
俗
学
講
座
」
和
歌
森
太
郎
編
、
全
五
巻
（
朝
倉
書
店
、
昭
和

五
十
一
年
）、「
講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
」
五
来
重
、
桜
井
徳
太

郎
、
大
島
建
彦
、
宮
田
登
編
、
全
七
巻
（
弘
文
堂
、
昭
和
五
十

四
〜
五
年
）、「
仏
教
民
俗
学
大
系
」
桜
井
徳
太
郎
他
編
、
全
十

巻
（
名
著
出
版
会�

昭
和
六
十
一
年
〜
平
成
四
年
）
な
ど
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
民
俗
研
究
大
系
」
は
第
一
巻
「
研
究
史
と
方
法
論
」、

二
巻
「
信
仰
伝
承
」、三
巻
「
周
期
伝
承
」、四
巻
「
老
少
伝
承
」、

五
巻
「
造
形
伝
承
」、六
巻
「
芸
能
伝
承
」、七
巻
「
言
語
伝
承
」、

八
巻
「
心
意
伝
承
」、
九
巻
「
文
学
と
民
俗
学
」、
十
巻
「
国
学
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と
民
俗
学
」
に
構
成
さ
れ
、
わ
た
し
に
は
第
九
巻
に
所
収
す
る

「
和
泉
式
部
と
口
承
文
芸
」（
平
成
元
年
三
月
刊
）
と
い
う
テ
ー

マ
が
与
え
ら
れ
た
。
正
直
に
い
っ
て
、
そ
れ
ま
で
式
部
の
作
品

は
そ
れ
ほ
ど
真
剣
に
読
み
込
ん
で
い
な
か
っ
た
。
書
け
る
か
ど

う
か
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
引
き
受
け
、
彼
女
の
全
作
品
を
読
む
こ
と
に
し
た
。

　

和
泉
式
部
の
歌
は
勅
撰
和
歌
集
に
二
百
四
十
六
首
（
二
百
二

十
二
首
、
二
百
四
十
七
首
説
も
あ
る
）
採
ら
れ
、『
和
泉
式
部

日
記
』
に
百
四
十
七
首
（
う
ち
七
十
一
首
は
帥
宮
の
歌
）、『
和

泉
式
部
集
』「
正
集
」（
定
家
・
民
部
卿
局
筆
本
）
八
百
九
十
三

首
、「
続
集
」（
丹
鶴
叢
書
本
）
に
六
百
四
十
七
首
、
宸
翰
本
に

百
五
十
首
、
以
上
二
千
数
百
首
が
あ
る
。
そ
の
「
中
に
は
贈
答

歌
の
相
手
方
の
歌
も
入
っ
て
お
り
、
他
の
歌
も
誤
り
入
っ
て
い

る
ほ
か
に
、
和
泉
式
部
歌
の
重
出
歌
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
、
そ
の
重
複
を
整
理
す
る
な
ら
ば
和
泉
式
部
歌
は
大
体
一
五

〇
〇
首
前
後
と
な
）
1
（

る
」。『
和
泉
式
部
日
記
』
は
と
も
か
く
、『
和

泉
式
部
集
』「
正
集
」「
続
集
」
に
い
た
っ
て
は
、
信
頼
で
き
る

本
文
も
清
水
文
雄
氏
校
注
の
岩
波
文
庫
だ
け
で
、
注
釈
書
ら
し

い
注
釈
書
も
な
か
っ
た
。
し
か
も
説
話
や
伝
説
類
も
取
り
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
な
り
の
時
間
と
忍
耐
を
要
す
る

仕
事
で
あ
っ
た
。
だ
が
脱
稿
し
て
み
る
と
、
彼
女
の
人
間
的
な

新
生
面
も
多
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
あ
る
種
の

満
足
感
を
覚
え
た
。

　

そ
の
一
生　

　

和
泉
式
部
の
閲
歴
は
、
王
朝
の
女
性
た
ち
の
な
か
で
は
比
較

的
は
っ
き
り
し
て
い
る
ほ
う
で
あ
る
。
父
は
越
前
守
大
江

雅ま
さ
む
ね致
、
母
は
越
中
守
平
保や
す
ひ
ら衡
の
女
。
父
の
弟
匡ま
さ
ひ
ら衡
の
妻
が
赤
染

衛
門
。
長
徳
ご
ろ（
九
九
五
〜
九
）二
十
歳
前
後
に
橘
道
貞（
三

十
七
歳
、
一
説
に
三
十
歳
）
と
結
婚
、
翌
年
小
式
部
が
生
ま
れ

る
。
道
貞
は
長
保
元
年
（
九
九
九
）
二
月
和
泉
守
と
な
り
、
式

部
も
一
時
的
に
和
泉
国
に
下
向
し
た
。
道
貞
の
女
性
関
係
の
い

ざ
こ
ざ
か
ら
道
貞
邸
を
去
り
、
長
保
三
年
ご
ろ
、
冷
泉
天
皇
第

三
皇
子
・
弾
正
宮
為た
め
た
か尊
親
王
と
恋
に
お
ち
親
に
勘
当
さ
れ
る
。

だ
が
、
そ
の
恋
も
親
王
の
病
死
に
よ
っ
て
、
一
年
半
余
り
で
終

わ
る
。
親
王
死
後
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
異
母
弟
・
帥
宮

敦あ
つ
み
ち道
親
王
の
愛
を
受
け
、
親
王
邸
に
入
居
す
る
。
そ
の
帥
宮
も

寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
月
、
一
子
（
石
蔵
の
宮
、
出
家
し

て
永
覚
を
名
告
る
）
を
残
し
て
死
去
、
二
人
の
同
棲
生
活
は
わ

ず
か
四
年
半
で
あ
っ
た
。
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
四
月
ご
ろ
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中
宮
彰
子
に
仕
え
、
翌
七
年
藤
原
道
長
の
家
司
藤
原
保
昌
と
結

婚
、
晩
年
は
保
昌
の
庇
護
の
も
と
平
穏
な
日
々
を
過
ご
し
た
よ

う
で
あ
る
。

　

和
泉
式
部
は
、
橘
道
貞
の
妻
で
あ
り
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
年
輩

の
弾
正
宮
為
尊
親
王
と
恋
に
お
ち
、
そ
の
死
後
一
年
も
経
た
な

い
う
ち
に
異
母
弟
・
帥
宮
敦
道
親
王
と
関
係
を
結
ぶ
。
こ
う
し

た
閲
歴
か
ら
、
永
く
奔
放
な
愛
に
身
を
置
く
〈
う
か
れ
女
〉、

俗
に
い
う
〈
浮
気
女
〉〈
尻
軽
女
〉
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、

彼
女
の
詠
み
残
し
た
千
五
百
余
首
の
歌
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

見
方
は
近
年
訂
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
次
に
具
体
的
に
一
例
だ
け

て
お
こ
う
。

　

道
貞
と
の
離
別
の
原
因
は
、
彼
女
の
一
方
的
な
非
に
よ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。そ
の
直
因
は
夫
・
道
貞
の
心
変
わ
り
に
あ
っ

た
こ
と
が
『
和
泉
式
部
集
・
和
泉
式
部
続
集
』（
清
水
文
雄
校
注
、

岩
波
文
庫
）
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
　
　
　

陸
奥
国
へ
い
ひ
や
る

　
　

�

高
か
り
し
波
に
よ
そ
へ
て
そ
の
国
に
あ
り
て
ふ
山
を
い
か

に
見
る
ら
む�

（
九
一
〇
）

　

寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
三
月
道
貞
は
陸
奥
国
守
と
し
て
赴

任
し
た
が
、
式
部
を
同
道
し
な
か
っ
た
。
そ
の
さ
い
式
部
が
陸

奥
に
い
る
道
貞
の
と
こ
ろ
に
贈
っ
た
の
が
、
こ
の
歌
で
あ
る
。

「
高
か
り
し
波
」
は
道
貞
の
激
し
か
っ
た
浮
気
の
比
喩
。
そ
の

本
命
は
左
京
命
婦
で
、
道
貞
は
下
向
半
年
後
の
閏
九
月
十
六
日

に
任
地
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
子
供
ま
で
な
し
た
女
性
で
あ
っ

た
。
し
か
し
薄
情
な
夫
へ
の
想
い
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

み
ち
の
く
に
の
守
に
て
立
つ
を
聞
き
て

　
　

�

も
ろ
と
も
に
立
た
ま
し
も
の
を
陸
奥
の
衣
の
関
を
よ
そ
に

聞
く
か
な�

（
八
四
七
）

　
　
　
　

�

去
り
た
る
男
の
、遠
き
国
へ
ゆ
く
を
、「
い
か
が
聞
く
」

と
い
ふ
人
に

　
　

�

別
れ
て
も
同
じ
都
に
あ
り
し
か
ば
い
と
こ
の
た
び
の
心
地

や
は
せ
し�

（
一
八
四
、
八
四
九
）

　

式
部
は
、
と
も
に
陸
奥
に
下
り
た
い
と
願
っ
て
も
叶
わ
な
い

こ
と
、
た
と
え
別
れ
て
も
せ
め
て
同
じ
都
の
内
に
い
て
く
れ
た

ら
、
と
そ
の
抑
え
が
た
い
想
い
を
漏
ら
し
て
い
る
。
道
貞
が
和

泉
式
部
を
断
固
と
し
て
同
道
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
を

〈
う
か
れ
女
〉〈
す
き
も
の
〉
と
一
括
り
に
す
べ
き
で
な
い
こ
と

は
別
に
述
べ
）
2
（

た
。
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和
泉
式
部
の
墳
墓
の
地

　

和
泉
式
部
伝
説
の
分
類
を
最
初
に
試
み
た
の
は
、
藤
沢
衛
彦

氏
で
あ
っ
た
。
藤
沢
氏
は
、
⑴
腰
掛
松
腰
掛
石
系
統
、
⑵
徘
徊

旧
跡
系
統
、
⑶
式
部
塚
系
統
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ（
３
）た
。
こ
こ

で
は
行
文
の
関
係
で
、
式
部
の
墳
墓
の
地
と
伝
え
る
⑶
式
部
塚

系
統
の
み
を
採
り
上
げ
る
。
墳
墓
と
は
墓
・
塔
・
塚
・
廟
の
類

を
い
う
。
な
お
＊
印
を
つ
け
た
文
献
は
、
わ
た
し
が
補
遺
し
た

も
の
で
あ
る
。

一　

京
都
寺
町
通
六
角
蛸
薬
師
間
西
側
式
部
小
路
誠
心
院
一

名
和
泉
式
部
寺
（『
京
都
坊
目
誌
』『
京＊

童
』『
東＊

京
道

名
所
記
』『
京＊

雀
』『
雍＊

州
府
志
』）

二　

京
都
一
条
京
極
誓
願
寺
内
東
北
院
（『
扶
桑
記
勝
』『
雍＊

雍
州
府
志
』『
東＊

北
院
縁
起
』）

三　

京
都
下
立
売
通
極
楽
橋
西
詰
池
上
の
法
妙
寺
旧
跡
檞
の

木
立
つ
処
（『
山
城
名
跡
巡
行
志
』）

四　

山
城
国
相
楽
郡
木
津
渡
東
南
一
町
余
和
泉
式
部
の
墓

（『
山
城
名
跡
巡
行
志
』『
山＊

州
名
跡
志
』『
都＊

名
所
図
会
』）

五　

伊
勢
国
度
会
郡
前
谷
村
大
字
亀
谷
（『
伊
勢
名
勝
志
』

『
宮＊

川
夜
話
』『
勢＊

陽
五
鈴
遺
響
』）

六　

五
を
後
に
移
し
た
る
伊
勢
山
田
吹
上
町
光
明
寺
旧
蹟

（『
宮
川
夜
話
』）

七　

伊
勢
国
古
市
久
世
戸
の
阪
側（『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』）

八　

播
磨
国
加
古
川
村
供
養
塔
（『
有
馬
山
温
泉
記
』『
一＊

宮

巡
詣
記
抄
』『
椎＊

の
葉
』『
播＊

磨
名
所
巡
覧
図
絵
』）

九　

紀
伊
国
東
牟
婁
郡
三
里
村
大
字
伏ふ
し

拝お
が
み

供
養
塔
（『
紀
伊

国
続
風
土
記
』『
そ＊

の
浜
ゆ
ふ
』『
去＊

峰
集
』）

一〇　

陸
中
国
和
賀
郡
横
川
目
村
大
字
同
式
部
塚
（『
和
賀
稗

貫
二
郡
志
』）

一一　

安
房
国
那
古
町
那
古
寺
（『
房
総
雑
記
』『
百
首
正
解
』

『
め＊

か
り
の
日
記
』『
千＊

葉
古
事
志
』）

一二　

安
房
国
平
群
郡
米
沢
村
（『
め
か
り
の
日
記
』）

一三　

安
房
国
平
群
郡
九
重
村
大
字
竹行
カ

原
（『
安
房
志
』）

一四　

日
向
国
児
湯
郡
都と

お於
郡こ
お
り

村
大
字
鹿
野
田
氷
室
山
の
腰

式
部
塚
（『
式
部
由
来
記
』『
三＊

国
名
勝
図
会
』）

一五　

美
濃
国
可か

に児
郡
井い
の
じ
り尻
村
式
部
塚
（『
濃＊

陽
志
略
』『
美＊

濃

明
細
記
』『
新＊

撰
美
濃
志
』『
木＊

曾
路
名
所
図
会
』）

一六　

摂
津
国
豊
山嶋
カ

郡
古
江
村
無む

二に

菴あ
ん

供
養
塔
（『
攝
陽
群
談
』

『
摂＊

津
名
所
図
会
』）
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一七　

丹
後
国
天
橋
立
切
戸
の
文
珠
堂
式
部
塔
（『
宮
津
志
』）

一八　

丹
後
国
多
紀
郡
幸
原
村
（『
温
故
随
筆
』）

��

和
泉
式
部
の
墳
墓
の
地
は
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
分
布
す
る
が
、

藤
沢
氏
は
右
の
十
八
例
、
池
田
亀
鑑
氏
は
十
七（
４
）例
、
岡
田
希
雄

氏
は
十
九（
５
）例
、
式
部
の
伝
説
の
地
を
精
力
的
に
踏
査
を
続
け
ら

れ
た
吉
田
幸
一
氏
は
三
十
例
余（
６
）り
を
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に

手
持
ち
の
資
料
を
加
え
て
、
次
に
藤
沢
論
文
を
追
補
す
る
。

一九　

福
島
県
白
河
郡
石
川
駅
中
郷��

和
泉
式
部
墓
（『
奥
羽

観
蹟
聞
老
志
』）

二〇　

栃
木
県
下
都
賀
郡
南
犬
飼
村
大
字
中
泉　

和
泉
式
部
墓

（『
栃
木
県
史
』）

二一　

静
岡
県
駿
東
郡
八
︱
六
八
新あ
ら
し
ば芝
円
通
寺　

和
泉
式
部
古

墳
（『
駿
河
志
料
』）

二二　

長
野
県
諏
訪
上か
み
の
は
ら原

村　

和
泉
式
部
廟
（『
一
宮
巡
詣

記
』）

二三　

京
都
府
葛
野
郡
双
丘
南　

和
泉
式
部
塚
（『
山
州
名
跡

志
』『
山
城
名
跡
巡
行
志
』）

二四　

京
都
府
葛
野
郡
太
秦
領
内　

和
泉
式
部
塚
（『
山
州
名

跡
志
』『
太
秦
村
誌
』）

二五　

京
都
府
山
中
村　

和
泉
式
部
墓
（『
宮
津
府
誌
』『
丹
哥

府
誌
』）

二六　

京
都
府
船
井
郡
大
字
中
台
小
字
桜
梅　

和
泉
式
部
墓

（『
船
井
郡
志
』）

二七　

大
阪
府
堺
市
戎
町
の
東
の
天
神
社
（
郷
社
菅
原
神
社
で

威
徳
山
常
楽
寺
と
号
す
）　

和
泉
式
部
塔
（『
和
泉
名
所

図
会
』『
堺
市
史
』）

二八　

大
阪
府
堺
市
平
岡
町
四
〇
〇　

式
部
墓（『
和
泉
志
』『
泉

北
史
蹟
志
料
』）

二九　

大
阪
府
泉
南
郡
南
掃
守
村
神
松
村　

式
部
塚
（『
泉
州

志
』『
和
泉
名
所
図
会
』）

三〇　

兵
庫
県
川
辺
郡
伊
丹
坂
辻
村　

和
泉
式
部
塔
（『
摂
津

名
所
図
会
』）

三一　

兵
庫
県
雨
内
村
（
若
狭
野
）
か
ら
一
里
ば
か
り
西
、
与

野
村
の
東　

和
泉
式
部
の
墓
（『
播
州
古
跡
便
覧
』）

三二　

広
島
県
尾
道
の
向
い
側
に
あ
る
向
島
の
歌
浦
西
金
寺

山　

和
泉
式
部
墓
（『
向
島
岩
手
島
史
』）

三三　

高
知
県
幡
多
郡
伊
佐
村
足
摺
岬
の
金
剛
福
寺
の
鐘
楼
堂

の
東
脇　

和
泉
式
部
墓（『
土
佐
国
州
郡
志
』『
南
路
志
』）
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三四　

宮
崎
県
諸
県
郡
深
歳
村
の
真
金
山
法
華
嶽
寺　

身
投

岡
・
式
部
谷
（『
太
宰
管
内
志
』）

　

和
泉
式
部
の
墳
墓
の
地
は
、
全
国
三
十
数
か
所
に
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
彼
女
の
出
生
・
生
誕
の
地
も
、
北
は
岩
手
県
和

賀
郡
か
ら
南
は
佐
賀
県
杵
島
郡
に
か
け
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

⑴
腰
掛
松
腰
掛
石
系
統
・
⑵
徘
徊
旧
跡
系
統
や
中
世
説
話
・
御

伽
草
子
な
ど
に
み
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
和
泉
式
部
説
話
、
そ
れ
に

詳
細
な
参
考
文
献
な
ど
は
前
掲
「
和
泉
式
部
と
口
承
文
芸
」
に

あ
げ
て
お
い
た
。

　

長
門
国
の
和
泉
式
部
の
墓

　

た
し
か
平
成
元
年
の
中
古
文
学
会
秋
季
大
会
（
於
・
愛
知
淑

徳
短
期
大
学
、
十
月
二
十
一
日
）
の
会
場
で
あ
っ
た
と
思
う
。

和
泉
式
部
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
森
田
兼
吉
氏
に
お
会
い

し
た
。
拙
稿
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
山
口
県
に
も
和
泉
式
部

の
墓
が
あ
る
。
資
料
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
、お
任
せ
し
ま
す
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
二
月
に
「
和
泉
式
部
の（
７
）墓
」
と
題
す

る
調
査
・
報
告
の
コ
ピ
ー
が
届
い
た
。「
あ
た
た
か
な
冬
で　

今
日
も
快
い
日
差
し
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す　

お
約
束
し
な
が

ら　

お
そ
く
な
り
ま
し
た　

ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す　

私

は
怠
慢
で　

学
生
と
見
に
は
行
く
の
で
す
が　

ま
っ
た
く
調
べ

て
い
な
い
で
…
…
」
と
の
手
紙
（
８
９
・
１
２
・
０
４
消
印
）

が
添
え
て
あ
っ
た
。

　

長
門
国
の
和
泉
式
部
の
墓
は
、
山
口
県
厚あ

狭さ

郡
山
陽
町
（
新

地
名
、
山
陽
小
野
田
市
）
に
あ
る
。
山
陽
本
線
埴は

ぶ生
駅
を
下
車

す
る
と
、
左
手
の
海
側
に
周
囲
数
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
老
松
の

茂
っ
た
丘
が
あ
る
。
こ
の
丘
に
和
泉
式
部
の
墓
、
小
式
部
の
産

湯
の
石
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　

�　

墳
は
ほ
ぼ
南
北
に
細
長
い
丘
状
を
な
し
、
南
側
傾
斜
面 和泉式部の墓（小埴生）
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の
草
む
ら
を
分
け
て
上
る
と
、
丘
上
に
一
段
高
く
盛
土
さ

れ
、
石
段
を
構
え
た
一
基
の
墓
が
あ
っ
て
、
傘
石
を
覆
い
、

そ
の
仏
石
の
正
面
に「
尊
霊
和
泉
式
部
御
墓
」左
右
に「
享

保
十
六
年
戌
」（
一
七
三
一
）「
奉
寄
進
当
邑
中
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
も
の
の
十
ｍ
も
離
れ
た
丘
上
平
地

の
南
端
に
は
横
九
八
㎝
、
縦
一
一
七
㎝
、
厚
さ
一
七
㎝
の

沓
ぬ
ぎ
石
に
似
た
平
盤
な
石
が
あ
り
、
式
部
の
娘
、
小
式

部
内
侍
が
産
湯
を
つ
か
っ
た
石
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
『
社
寺
由
来
』
土は

ぶ生
村
八
幡
の
項
に
、「
阿
子
根

の
松
原
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
の
八
幡
社
の
前
の
松

原
を
阿
子
根
の
松
原
と
い
っ
て
、
昔
、
和
泉
式
部
が
此
の
松
原

で
安
産
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
時
分
か
ら
阿
子
根
の
松
原
と
申
し

伝
え
て
い
る
」
と
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
十
一
月
八
日

に
、
こ
の
八
幡
社
の
神
主
で
あ
っ
た
渡
辺
六
郎
左
衛
門
か
ら
届

け
出
が
あ
っ
た
と
記
す
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）、
各
代

官
所
か
ら
の
報
告
を
ま
と
め
て
作
ら
れ
た
『
風
土
注
進
案
』
土

生
浦
の
項
に
は
、「
産
湯
の
井
戸
」「
産
湯
の
岩
」
な
ど
の
小
式

部
出
産
と
係
わ
る
伝
承
も
記
し
て
い
る
。江
戸
時
代
初
期
か
ら
、

こ
こ
土
生
（
埴
生
）
の
地
に
和
泉
式
部
伝
説
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
彼
女
の
墳
墓
の
地
と
し
て
、

三五　

山
口
県
厚あ

狭さ

郡
山
陽
町
（
新
地
名
、
山
陽
小
野
田

市
）　

和
泉
式
部
御
墓
（「
山
陽
史
話
」
第
一
輯
）

を
追
補
し
て
お
き
た
い
。
森
田
兼
吉
氏
は
平
成
十
六
年
七
月
二

十
九
日
に
ご
逝
去
、
資
料
を
い
た
だ
い
て
二
十
九
年
ぶ
り
に
こ

こ
に
報
告
で
き
る
こ
と
を
、
自
身
の
怠
惰
を
反
省
し
つ
つ
も
嬉

し
く
思
う
。
和
泉
式
部
伝
説
が
こ
の
よ
う
に
全
国
的
規
模
で
流

布
し
て
い
っ
た
伝
播
の
軌
跡
は
、
は
や
く
柳
田
国
男
氏
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
和
泉
式
部
伝
説
の
唱
道
者
・
伝
播

者
を
泉
や
川
な
ど
の
水
辺
で
宗
教
行
為
を
し
な
が
ら
回
国
遊
行

し
た
巫
女
・
歌
比
丘
尼
と
み
な
し
、
発
祥
地
は
三
河
国
の
鳳
来

寺
の
峯
薬
師
で
、
す
べ
て
京
都
の
誓
願
寺
が
本
元
で
あ
っ（
８
）た
と

さ
れ
た
。
折
口
信
夫
先
生
も
柳
田
説
を
う
け
、
そ
う
し
た
比
丘

尼
た
ち
が
生
業
の
た
め
に
歌
占
や
色
を
ひ
さ
ぐ
仕
事
も
し
た
。

「
そ
う
い
ふ
旅
行
す
る
宗
教
家
の
し
た
事
が
（
非
常
に
浮
気
つ

ぽ
い
人
だ
と
い
ふ
）
和
泉
式
部
の
履
歴
の
中
へ
這
入
つ
て（
９
）来
」

て
い
る
。
和
泉
式
部
の
一
千
五
百
余
首
の
歌
の
な
か
に
も
、
彼

女
の
実
作
で
は
な
い
巫
女
た
ち
の
伝
承
歌
の
竄
入
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
今
後
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
解
析
は
、
な
か
な
か
困
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育
委
員
会

（
８
）「
和
泉
式
部
の
足
袋
」『
桃
太
郎
の
誕
生
』（
三
省
堂
、昭
和
八
年
、

『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
八
巻
、筑
摩
書
房
、昭
和
三
十
七
年
、

『
柳
田
国
男
全
集
』
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
平
成
十
年
）。
同

じ
定
本
・
全
集
に
収
め
る
『
女
性
と
民
間
伝
承
』
も
参
照
。

（
９
）「
和
泉
式
部
」『
日
本
文
学
史
ノ
ー
ト
』
Ⅱ
（
中
央
公
論
、
昭

和
三
十
二
年
、『
折
口
信
夫
全
集
ノ
ー
ト
編
』
第
四
巻
、
中

央
公
論
社
、
昭
和
四
十
六
年
）
四
六
〇
～
一
頁

�

難
な
仕
事
で
は
あ
る
が
、
和
泉
式
部
研
究
に
は
不
可
欠
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
吉
田
幸
一
氏
「
和
泉
式
部
」『
王
朝
の
歌
人
』（
和
歌
文
学
講

座
六
、
桜
楓
社
、
昭
和
四
十
五
年
）
二
五
七
頁　

（
２
）「
和
泉
式
部
︱
黒
髪
の
…
…
」「（「
相
聞
」
第
二
十
八
号
、
平

成
十
七
年
十
二
月
）

（
３
）「
和
泉
式
部
と
小
式
部
」（
日
本
伝
説
叢
書
『
播
磨
の
巻
』
大

正
七
年
、
す
ば
る
書
房
、
昭
和
五
十
五
年
）
二
二
七
～
九
頁

（
４
）「
和
泉
式
部
の
事
蹟
と
伝
説
」『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』（
至

文
堂
、
昭
和
二
年
、
昭
和
四
十
年
）。
藤
沢
論
文
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、
一五の
み
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
一五に
所
載
文
献
名
が

あ
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
５
）「
和
泉
式
部
の
晩
年
」（「
国
語
国
文
の
研
究
」
第
二
十
号
、

昭
和
五
十
三
年
五
月
）

（
６
）「
和
泉
式
部
の
終
焉
と
墳
墓
に
つ
い
て
の
伝
説
地
︱
そ
の
古

蹟
を
尋
ね
て
︱
」（「
平
安
文
学
研
究
」
第
三
十
五
輯
、
昭
和

四
十
年
十
一
月
）

（
７
）「
山
陽
史
話
」
第
一
輯
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
、
山
陽
町
教




